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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・青仁会新聞7月号が掲示板に掲示されている為、各自内容を確認すること。
・青仁会ふれあい秋祭りのバザーについて
いらなくなった服や、小物等の募集あり、提供できるものが有る場合、担当の東病棟天間静香、南寿の里吉田智香まで連絡すること。

・納涼会について
日時：8/5(金)　17：30～20：00　場所：古民家(ここりの郷)前の広場

※雨天決行。悪天候の場合は8/8(水)17：30～20：00となる。

参加費：1人1200円　※職員は法人行事積立金より徴収となる。
※小学生：500円　未就学児：無料。

尚、勤務の都合上不参加となる場合は不参加届を提出すること。

・すこやか祭りについて
日時：8/6（土）11：00～15：00　場所：ふれあい広場（旧青南病院職員駐車場）

・7/14（木）14：00～庭田美紀子様デイケア見学予定。

・7/15（金）16：00～防災点検あり。

・7/29（金）青陽館にて障害者就労についてのハローワークセミナーあり。

・本日、第3班の職員旅行である。スタッフの配置に注意し、事故の無いようにすること。
・7/20（水）青陽館にて八戸短期大学看護学生の実習予定。
・7/18（月）青陽館納涼会実施予定。各自担当と協力しながら準備を進めていくこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・我満　望　様　～本日より正式利用開始となる。母様（我満奈津紀様）と来所しており、表情変えず緊張した様子でいるが、母様に促されて自己紹介をしている。プログラムには母様と一緒に参加し、終了まで落ち着いて過ごすことが出来ている。デイケアの利用については、7/25～7/29にかけて、スクリーニングやテストがあると話しており、学業を優先としその際はデイケアを欠席することとしている。
・根地戸　恵　様～本日2回目の体験利用を実施している。デイケアでは自分からプログラムに参加しようとせず、男性利用者やスタッフに声を掛けている様子が目立っている。その後はエアロビクスへの参加を希望し、後日道具を準備することとして見学を行っているが、10分程度で見学を終了。その後「具合が悪い」「帰りたい」との希望が聞かれている。不調については「具合が悪い」とのみ話しており、詳細は不明。静養室での休養を促し、その際に本人とデイケア利用の目的や必要性を振り返ると、「調子よくなってきた」と次第に表情穏やかになっている。休養後、デイケア特定利用者（福井彩様、青木紀子様）に頻回に声を掛けており、青木様へ携帯電話の番号を教えて欲しいと話している。以前トラブルがあったことから、番号を教えられないと青木様が断っているが、「教えないとデイケアにもう来ないから」と口調荒く話す為、担当スタッフが介入。以前トラブルがあったことを振り返り、電話番号を教えてもらう条件として、電話は1日1回、1度の通話は5分、21時以降は電話をしないという条件を青木様から提示をされ、了承している。体験利用中の本人の言動に注意し、今後の利用について検討していく。

・田名部　一樹様～本人より相談があり、就労移行支援「プラーナ八戸」を利用してみたいと話している。理由として、以前デイケアを利用していた中村与一郎様や清水頭翼様が仕事を行っているから、自身も頑張ってみようと思ったとのこと。上記件は担当医や病院SWに相談していないとのことで、まずは担当医に相談し、焦らず検討していくよう伝えている。
・松倉　健一　様～今週月曜日、八戸赤十字病院を受診する為デイケアを欠席していたが、本人へ受診時の状況を聞くと、当日は受診せずに自宅にて寝ていたと話している。受診しなかった理由を聞くと、薬がまだ2週間分余っている為、受診しなかったとのこと。受診の必要性を本人へ説明すると、再来週の月曜日に受診すると話している。服薬状況や処方薬の管理状況に不明確な点がある為、本人や家族に状況を確認しつつ、確実に服薬と受診が行なえるように関わっていく。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後眠気を訴えているが居眠りは見られなかったとのこと。スタッフから、夜間覚醒した際には塗り絵を行わずに横になり、6時頃まで休むように説明を実施。起床後睡眠時間を聞くと、2時頃に起きたが再入眠できたと話していたとの情報提供がある。デイナイトケアでは居眠りなくプログラムに参加しており、体調不良を訴えることはない。睡眠状況を確認していき、居眠りなく過ごせるよう関わっていく。
・吉田　キクエ様～青風荘にて、眠気について「薬のせいだべか」と話しているが、睡眠剤は飲んでいないことを説明すると、他利用者と飲んでいる薬の量を比較し、薬を減らしたいと希望。服薬については担当医に相談してみるよう促しているとの情報提供がある。デイナイトケアでは居眠りや上記に関する訴えなく、通常通りにプログラムに参加している。居眠りの有無や本人の言動に注意し、服薬や眠気について対処していくことが出来るよう関わっていく。
・大下　良悦　様～昨日青風荘にて、夕食後薬服用時に就床前薬を持ってくることがあったとのこと。薬包を確認してみるよう促すと、夕食後薬の服用が無くなったことを思い出し、焦燥感等なく落ち着いて対応していたとの情報提供がある。デイナイトケアでは通常通り過ごすことが出来ており、焦燥感が見られることはない。焦燥感や動きが止まっている様子が見られた際には、適時介入し、本人が行動できるように関わっていく。

＜外来情報＞
・板橋　利美　様～8/10頭部CT予定となっている。

・福井　彩　様　～夜勤は慣れてから始める予定とのことで、漠然とした不安感があるが、幻聴はないと話している。処方変更はなく、本日1ヶ月分処方している。今後は10月結婚式の予定があり、当院受診の予定が合わない為、八戸赤十字病院への転院を希望。現在紹介状を作成しており、デイケアの利用は継続していく予定となっている。

・磯島　貴広　様～借金の件について、一括で支払わないと訴えると言われているとのこと。夜間の睡眠は問題ないと話している。

・本多　富美　様～道路が家にかかる為、立ち退き予定と話している。笑いながら自身に休みがないと話すが、幻聴気にならないとのこと。担当医より、ロキソニンを継続して飲むと体に負担がかかると説明され、カロナールに変更している。

・繁名　和恵　様～ジアゼパム（2）×2が中止となる。幻聴はないが、口渇があり、水の飲み過ぎで顔がむくむと話すが、むくみは見られていない。

・中村　鶴子　様～ブロチゾラムを減量しているが、夜間眠れており、朝は起きられていると話している。

・川口　尚良　様～7/7の命日の会食で、部屋中お酒の臭いが酷かったが、その中で飲まずに過ごせたと話している。

・青木　紀子　様～職場の人に悪く言われているような気がするとのこと。対処としてジプレキサを増やしたくないから、レキソタン（2）×3Tをレキソタン（5）×2Tへ変更している。生理痛が酷い為、婦人科を受診しピルを服用しているとのこと。それにより禁煙しているが、イライラしてきたと話している。普段生理時にはポンタールを処方してもらっているが、今回は本人から処方希望はなく、処方はしていない。

・東海林　康之様～新しいB型の施設が出来たとのことで、そちらに移りたいと希望している。

＜勉強会＞
SSTについて　
馬場　勇治
●SSTとは
Social　Skill　Trainingの略で日本語では「社会生活技能訓練」「生活技能訓練」と訳されます。コミュニケーション技能のトレーニングを行うものであり、個別でも集団でも可能で「認知行動療法」に分類される。

精神疾患をもつ人は生活をする上で様々な困難がある。対人関係もその一つで、ほかの人とのコミュニケーションを良好にすることが出来なかったり、ストレス対処が困難なために再発を招いたりすることがある。SSTは、「社会学習理論」や「認知行動療法」用いながら、生活の中で希望し必要とする「ものの考え方」と「行動のとり方」の学習を具体的な日常生活上の問題場面を練習課題で設定し、必要なスキルを習得できるよう支援を進めていき、般化・保持を促進させていく。場面設定としては、施設や病院ではなく「Social（＝生活の場：当事者が自ら希望した生活の場）」で何を望んでどういう技能を身につける必要があるかを捉えられることが大切である。
●SSTの基礎となる理論について

①社会学習理論

社会学習理論の原理はSSTそのもの

1.強化：リーダーや参加メンバーが良い点を、様々な方法で即時的かつ具体的にフィードバックする。適切なスキルを獲得し実行することで、強化される。望ましい状況を手に入れられると批判や不快な状態が解消され、不安がなくなる。

2.行動形成：強化を用いて、単純な行動から複雑な行動へ変えていく。既に獲得しているスキルのうち、本人の目標としているスキルに最も近いスキルを強化し、連続的にステップを踏んでいく。

3．過剰学習：ある技能を自動的に行えるようになるまで繰り返し練習。

4．般化：ある場面で獲得した技能を、それ以外の場面でも使えるようになる。

5．モデルの観察を通じて行動を学習する。

②認知行動療法
認知行動療法は次の2つの考えに基盤を置いている。

・認知（考え）は気分と行動に対して影響を持つ。

・行動の仕方が考えや気分に強い影響を及ぼす可能性がある。考えと気分を捉えて、他の適応的な考えを取り入れることで気分を変えて、行動も変えていく。SSTは本人の考え方の幅を広げて行動を練習する事で考えも行動も変えていく。


　　　　　　　　　　出来事　　　　　　　　考え

　　　　　　　　　　行動　　　　　　　　　気分

●対人技能


●SSTの種類
1．基本訓練モデル　：個人の希望に添った目標を立て、その目標達成のために必要なスキルを小さなステップに分解し、学習を進める。
2．問題解決技能訓練：困ったときの問題解決法を考え、実行する。
3．モジュール　　　：服薬自己管理、症状自己管理、地域生活再参加、基本会話、余暇の過ごし方などについてまとめられた学習パッケージを用いる。
●基本訓練モデル



・集団でも個別でも実施可能
・原則：個人計画に基づいていること
・スタッフ：リーダー、コ・リーダー、記録係など
・時間1～2時間、週1回（集中力の度合いによって時間を減らして回数を多くしてもOK）
【ウォーミングアップ】

目的・緊張感をとる、脳の機能をみる、集中力・覚醒度を上げるなど･･･

【宿題の報告】

報告してくれるメンバーの隣に移動し、話を聞く。以降は、基本的にそのメンバーの傍についている。→安心感につながる。
【場面の設定】
練習課題が決まったら、内容（いつ、どこで、誰に、何を、どのように伝え、相手はどのように答えるか）、相手役の設定、小道具（テーブルや椅子など）を確認する。

→出来る限り実際の場面に近い状況を作ることで、実際の場面で上手く出来るようにするため。

【予行練習のロールプレイ】

メンバーに離れてみてもいいか確認して、練習がよく見える位置に移動する。

ロールプレイの特徴

・実生活に近い場面を再現して、本人が気付いていない行動上の問題点を見つけることが出来る。

・安全な環境での練習が出来る。

・頭で分かるだけでなく、行動することが重要。

・ロールプレイで自信がつくと、実生活で試みる意欲が生まれてくる。

【正のフィードバック】

メンバーがロールプレイをしてみてどうだったか尋ねる。本人もリーダーも良くできたと思ったら、宿題設定を行う。

【改善点の提示】

あくまで本人の意向を尋ねる（やってみてどうか？）
【モデリング】
モデルの人には正のフィードバックはしない。→自信をなくしてしまうため。

モデリングの特徴

・対人行動中の非言語的要素（表情や身振り手振り）を取り上げて練習するのに有効。

・統合失調症の認知機能障害（知覚、注意、記憶、実行機能）が重い場合、言葉による説明よりも学習しやすいという利点がある。

・モデルを見ることで、上手になりたいという気持ち、学習意欲を引き出せる。

・参加者が相互にモデル役をつとめることで、グループ学習を活気付ける。
【正のフィードバック】

褒める点は改善点のみ。→トレーニングするポイントがずれないようにするため。

【宿題の設定】

いつ実際にやってみるか確認する。宿題の報告時に評価しやすくするため、実践した回数をあわせて報告してもらうのも良い。
●リーダー、コ・リーダーの役割

リーダー

・グループをリラックスさせ楽しい雰囲気にするよう、参加メンバーに声掛け

・グループ内で積極的に拍手したりして、グループに参加する良いモデル行動を示す

・必要な場合ロールプレイの相手役を行う

・練習したメンバーに積極的に正のフィードバックを行う

・練習しているメンバーの能力に応じ、改善案の提示をする

・必要に応じポイントの板書や、板書に注意を向けるよう声掛け

・グループ内で落ち着かないメンバーや不安なメンバーに声掛けしたり、隣に座りサポート

コ・リーダー
・グループをリラックスさせ楽しい雰囲気にするよう、参加メンバーに声掛け

・グループ内で積極的に拍手したりして、グループに参加する良いモデル行動を示す

・必要な場合ロールプレイの相手役を行う

・練習したメンバーに積極的に正のフィードバックを行う

・必要に応じポイントの板書し、リーダーの時間を効率よく使えるようサポート

・グループ内で落ち着かないメンバーや不安なメンバーに声掛けしたり、隣に座りサポート

・リーダーが行き詰ったとき、次の行動への提案や、リーダーに代わりセッションを進めるなど、リーダーのフォロー
送信技能


選択した行動反応を適切な言語・非言語的行動で他者に送る。





受信技能


他者からの情報を正確に受け取り、関連する状況を理解する。





処理技能


選び得る他の行動と比較照合し、最良の行動反応を選択する。





宿題の報告





ウォーミングアップ





場面の設定





予行練習のロールプレイ





正のフィードバック





改善点の明示





モデルのロールプレイ





新しい行動のロールプレイ





正のフィードバック





目的・方法の説明





宿題の設定








